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▲外国語指導助手
　ジュリアナ・ピールさん

                                  　　　　　　４年前、愛媛のことをまったく知らなかったので、インタ
　　　　　　　　　　　　　　　　ーネットで調べました。情報はあまり出てきませんでしたが、
　　　　　　　　　　　　　　　　新生活を始めることにとてもワクワクしていました。期待し
　　　　　　　　　　　　　　　　ないようにしていましたが、今は予想した以上にはるかに素
　　　　　　　　　　　　　　　　敵な思い出や、あらためた考え方で心が満ち溢れて、帰国さ
　　　　　　　　　　　　　　　　せていただきます。
　　　　　　　　　　　　　　　　　短い文章で４年間の生活をまとめるのは難しいと思います。
日本に来るからといって教師になれる自信はありませんでした。たくさんの失敗を味わってきま
した。しかし、一緒にお仕事をさせていただいた先生方が応援してくださったおかげで、最初の
頃より少しずつ前に進むことができました。子どもたちも仲良くしてくれて、嬉しかったです。
　西条市教育委員会と丹原分室の皆さん、送り迎えをしていただいて、ありがとうございました。
首藤さん、お世話になってばかりで申し訳ないですが、本当にありがとうございました。
　丹原西中、４つの小学校で一緒にお仕事をさせていただいた全ての先生方、生徒の皆さん、た
くさん貴重な思い出を一緒に作れて嬉しかったです。私のことも忘れないでください！
　槇先生と合唱団の皆さんへ、私も参加できて嬉しかったです。歌が上手ではないですが、いつ
も火曜日を楽しみにしていました。素敵な思い出をありがとうございました。
　久米先生、遊佐先生、藤原先生、三人ともにお世話になって、いろいろ教えていただいて、自
分の足りない部分を気づかされたことに感謝しています。先生たちがいなかったら、この４年間
を続けられなかったと思います。どうもありがとうございました。
　私を応援してくださったり、手伝ってくださったりした皆さんに感謝しています。素敵な思い
出を持って帰ることになりますが、離れても皆さんのことを思います。どうもありがとうござい
ました。

時間だ…さようなら西条市
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